
令和３年度愛媛地方最低賃金審議会 

第２回愛媛県船舶製造・修理業，舶用機関製造業最低賃金専門部会議事要旨 

 

開催日時 令和３年 10 月 11 日（月）午後１時 20分～午後３時 35分 

場所 松山労働総合庁舎松山署会議室 

出席状況 

公益代表委員 出席  ２名 定数  ３名 

労働者代表委員 出席  ３名 定数  ３名 

使用者代表委員 出席  ３名 定数  ３名 

主要議題 

１ 資料説明 

２ 金額審議 

３ その他 

議事要旨 

本会議は≪公開・非公開≫  

１ 資料説明 

金額審議に資する資料について、事務局から説明を行った。 

２ 金額審議 

労側委員からは、愛媛の基幹産業として、人材確保、技術継承、隣県との賃金格差是

正等解消等の意見が表明されるとともに、春闘全体の賃上げ状況を踏まえて、金額提示

がなされた。 

使側委員からは、造船業は新造船需要の低迷、原材料（鋼材）の高騰、一般商船の製

造から撤退する企業が相次ぐ等危機的状況であるとの意見が表明されるとともに、金

額提示がなされた。 

労使各側の意見の隔たりがあり、部会長は、各側に対し結審に向けて再考を促した。 

３ その他 

今後の審議日程について、事務局から説明を行った。 

以上 

 


